




















）山本武利・西沢保編 百貨店の文化史 （世界思想社、 年）が一つの到達点である。最近では、神
野由紀 百貨店で 趣味 を買う─大衆消費文化の近代 （吉川弘文館、 年）、 国立歴史民俗博物館
研究報告 （第 号、 年 月）に所収の各論文、末田智樹 大正期いとう呉服店（松坂屋）の接客法
に関する史料紹介 中部大学人文学部研究論集 第 号、 年 月）等がある。
）村上信彦 大正期の職業婦人 （ドメス出版、 年）および、吉見俊哉 デパートガールたちの世界
（上・下）（デパートという文化・第 ・ 回 流通産業 第 巻第 ・ 号、 年）、なお、戦
前の女性労働（者）の諸類型については、田崎宣義 女性労働の諸類型 （女性史総合研究会編 日本女
性生活史 第 巻近代、東京大学出版会、 年）、西成田豊 近代日本労働史 （有斐閣、 年、第
章）を参照のこと。
）谷内正往 戦前大阪の鉄道とデパート 東方出版、 年、 。
）通常、店の立地、価格、商品の銘柄・品質・品揃え、販売サービス、物流などのあり方によって消費者
の心の中に形成されるものを 小売イメージ と呼ぶ（来住元朗 消費者行動と小売マーケティング戦









大阪朝日新聞 が 近代デパート色 として （昭和 ）年 月 日にかけて、








大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
） 読売新聞 年 月 日付、第 面。
）前掲 戦前大阪の鉄道とデパート 第 章。原資料は 大阪朝日新聞 年 月 、 日付
（各第 面）。
図 ．昭和初期、南海 島屋屋上でくつろぐ女子店員





































女店員は酒のつまみの からすみ が分からなかったり、 け （ 鶏のこと）を知らな
かったりする。沿線の良家の子女であるからと推察している。






しうございます という。この ていねいさ、サーヴィスのこつが三越の生命 であるとい
う。







































デパート・ガールは （明治 ）年三越 ）が初めて採用したのを嚆矢として、昭和初
期に多くの百貨店でその数が飛躍的に増える。女子店員の比率が多いといわれる白木屋の場
合、 年 月 ％、 年 月 ％、同年 月 ％、同 月 ％と急速に女子店員比率を
高めていく。他の百貨店も同様の傾向を示す ）。
表は大阪の各百貨店の店舗面積（すべてが売場面積ではない）と従業員数をまとめたもの
）この節 阪急百貨店就職試験感想 （ 校友会誌 第 号、神戸市立女子商業学校、 年 月）によ
る。同会誌には、 職業戦線第一歩 として他に 三菱電機 への入社試験内容や、在校生の職場体験
（年末の数日間）などが記されており、阪急百貨店の職場体験記もある。なお、引用にあたって旧字体は
新字体に改め、人名はイニシャルとした。
）三越の女子店員最古参の古谷ツルの記述として、古谷ツル 女店員のことども （小松徹三編 日本百
貨店総覧第一巻三越 日本百貨店新聞社、 年、 ）、同 男店員は汝等の敵と思への訓へ 商店
界 第 巻第 号、 年 月、 ）がある。中村利器太郎 私より見たる三越回顧録 （日本百
貨店通信社、 年、 ）も参考になる。
）社会調査協会 現代職業総覧（商業篇 ） 春秋社、 年、 。
表．大阪の百貨店、床面積、従業員数一覧（ 年頃）











備考 店舗面積は総建坪数、 印は総坪数が 約 数、大鉄百貨店は未開業。
出所 狩野弘一編 百貨店総覧（昭和 年版） 百貨店新聞社、 年 月、各店紹介ペー
ジより作成。（同書 に一覧表があるが、欠数があるので使わなかった）
である。 （昭和 ）年頃、大阪の主要百貨店は 万坪（約 万 ）前後の店舗面
積を持ち、 人規模の従業員を常時雇用するようになっていることがわかる。表から
女子店員比率 は不明であるが、阪急百貨店の場合、 年末全従業員数 人（うち
女子店員 人、女子店員比率 ％）、 年末 人（ 人、 ％）、 年末























みて終つて立ちかけた時に 貴女は何日程休みましたか？ とたづねる。 ‥‥日です と
答えると 何で？ 本当に小さい声で、うつかりしてゐると聞えない位だつた。 先生が、
面会の時に 係の人が小さい声で話されるかも知れないが、それは聴力の試験です と云は
れたのを後で あそうか と思ひ出した 。なかなか興味深い内容である。わざと小さな声
で話して受験生の聴力を試す試験があると学校側が事前に調べて受験生に教えているからで
ある。
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を募集した ）。そごう社史によると、同年 月、そごうはすでに男子 人、女子 人、合
計 人を新規採用し、既存店員と合わせて 人の一般従業員を集めていた。 半日勤務店
員 は、一般従業員の配属が完了してから募集された ）。
半日店員 には 種類あり、第 は 道楽 で就職したい人で 男女を問わず服飾に趣
味をもつてゐるもの、音楽に理解あるもの、美術が好きの道楽ものなど である。しかも午
後勤務希望で 小遣ひ銭 目的の人に来てもらいたい。 楽器部、運動具部、和洋美術部、
婦人和洋裁部、紳士雑貨部、釣道具売場などにたつて専門のサーヴイスをやつてもらはうと
いふ計画である 。第 は、 二十八歳以下の男女で午後半日勤務をなしうる 人である。午
後 時ごろから同 時まで売場に立つ。給料は第一の店員はその人の経歴造脂の深さによっ





（先に見た通り、すでに採用した人数が 人だとすると、 人 人 人とな
り、半日勤務店員は 人ほど採用される勘定になる）。
他にそごうは、 年ほど前に 物価比較調査員（コンパリゾン・ショッパー） も募集して
いる ）。これは 歳までの女学校卒以上の学歴があり、多少の商品知識がある女性で
五十圓なり百圓なりの金を持つてデパートへ行き他の店に同じ品で自分の店より安い品物
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）こうして採用した女子店員も平均 年余りで辞めてしまうのが阪急の悩みの種であった。そこで阪急は
ほどなく女子商業学校を設立し安定的に女子店員を採用する計画を立てた。これに大軌、大鉄も追随して
学校を設立した。詳細は、前掲 戦前大阪の鉄道とデパート 第 章第 節を参照のこと。
） デパートは新しがりや有閑紳士淑女よ“半日店員”いかが 大阪朝日新聞 年 月 日付、神戸
大学経済経営研究所、新聞記事文庫、経営（ ）。
）株式会社そごう社長室公報室編 株式会社そごう社史 同社、 年、 。
）前掲 デパートは新しがりや有閑紳士淑女よ“半日店員”いかが 。
）同前。木水はそごう一族の十合徳太郎（合資会社時代の代表社員）の実弟で、昭和初期のそごう発展の
立役者である（ 大百貨店 そごう の飛躍と常務木水栄太郎君の力闘 新興実業 第 巻第 号、
年 月）。





























） 近代婦人に耳寄りな新職業 神戸新聞 年 月 日付、神戸大学経済経営研究所、新聞記事文
庫、婦人問題（ ）。
）この種の事例はもう一つある。特別喫茶室の名称をめぐって宣伝部長と大阪毎日新聞記者が雑談してい
た。 洋酒も売るんだからカフェーそごう はどうだと笑い話に出たところを そごうのカフェー経営
という見出しで新聞報道された。これはそごうがカフェーをやるという内容で、その宣伝効果は市内のカ




デパートガール の登場─ 震災後東京の百貨店を中心に （ 経営史学 第 巻第 号、 年）がある。
）前掲 現代職業総覧（商業篇 ） 。
しかし昭和初期になると、（すでに見てきた通り）女子店員が大量に採用されるようにな
る。これは一体なぜだろうか。その理由として 元来女子店員の愛嬌ある明るい感じが、顧
客の獲得、サービス上販売員に最も適 している ）ことと、それ以上に 常に百貨店の悩
























大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）この点を、（大量採用されて数年で退職していく）女子店員の対人技能（丁寧な対応）として詳細に検
討した、江口潔 戦前期の百貨店における技能観の変容過程 三越における女子販売員の対人技能に着目









れた女店員のサービス 大阪朝日新聞 年 月 日付、第 面）。
） 小学校卒業者は店員に不向き 大阪朝日新聞 年 月 日付、神戸大学経済経営研究所、新聞記
事文庫、経営（ ）。




人、女学校 人、その他 人となっている。さらに、幹部級の内訳も、第 位
が高小および尋小卒業生が占め課長級 人、主任級 人、第 位が実業学校で課長級約





つ目は、昭和初期のデパート店員の募集広告である。図 は 年 月新聞に掲載され
た京阪デパート開業前の店員募集広告である ）。
まず、一括募集ではなく、職種別に募集が行われている。さらにその際、男女別かつ学歴
別の区分がある。右から見ていくと、 女店員 は 歳以上で高等女学校卒・健康・容姿が
美しいこと、 食堂女店員 は 歳以上で高等小学校卒・健康・容姿が美しいこと、さらに
エレベーターガール は 歳以上高等小学校卒・健康・容姿が美しいことが条件である。







して 教育社会学研究 第 集、 年 月。
・株式会社そごう社長室公報室編 株式会社そごう社史 同社、 年。
）京阪デパートは京阪電鉄と白木屋（元経営者ら）の共同出資で誕生した小規模百貨店である。前年に白
木屋大阪店が閉店したので、一部は京阪デパートに再雇用されたようだが、それでも足りず店員募集と
なったのだろう。詳しくは前掲 戦前大阪の鉄道とデパート 第 章を参照のこと。
図 ．京阪デパートの求人広告
出所 大阪毎日新聞 年 月 日付、第 面。
・狩野弘一編 百貨店総覧（昭和 年版） 百貨店新聞社、 年 月。
・鬼頭篤史 大正末期 昭和初期の店員像─雑誌 商店界 を中心に─ 風俗史学 第 号、
年 月。
・古谷ツル 女店員のことども （小松徹三編 日本百貨店総覧第一巻三越 日本百貨店新聞社、
年。
同 男店員は汝等の敵と思への訓へ 商店界 第 巻第 号、 年 月。
・近藤智子 デパートガール の登場─ 震災後東京の百貨店を中心に 経営史学 第 巻第
号、 年。
・社会調査協会 現代職業総覧（商業篇 ） 春秋社、 年。
・神野由紀 百貨店で 趣味 を買う─大衆消費文化の近代 吉川弘文館、 年
・末田智樹 大正期いとう呉服店（松坂屋）の接客法に関する史料紹介 中部大学人文学部研究
論集 第 号、 年 月。
・ 国立歴史民俗博物館研究報告 第 号、 年 月。
・谷内正往 戦前大阪の鉄道とデパート 東方出版、 年。
・玉利智子 日本における百貨店の社会文化的機能とジェンダー・アイデンティティの形成─百貨
店女性店員に見る近代都市文化と百貨店の社会史 文化経済学 第 巻第 号、 年 月。
・中村利器太郎 私より見たる三越回顧録 日本百貨店通信社、 年。
・村上信彦 大正期の職業婦人 ドメス出版、 年。
・山本武利・西沢保編 百貨店の文化史 世界思想社、 年。
・吉見俊哉 デパートガールたちの世界（上・下） 流通産業 第 巻第 ・ 号、 年。
・ 阪急百貨店就職試験感想 校友会誌 第 号、神戸市立女子商業学校、 年 月。
・ デパートは新しがりや有閑紳士淑女よ“半日店員”いかが 大阪朝日新聞 年 月 日
付、神戸大学経済経営研究所、新聞記事文庫、経営（ ）。
・ 大百貨店 そごう の飛躍と常務木水栄太郎君の力闘 新興実業 第 巻第 号、 年 月。
・ 近代婦人に耳寄りな新職業 神戸新聞 年 月 日付、神戸大学経済経営研究所、新聞
記事文庫、婦人問題（ ）。
・ その後に聴く大丸里見純吉・裏切られた女店員のサービス 大阪朝日新聞 年 月 日
付、第 面。
・ 小学校卒業者は店員に不向き 大阪朝日新聞 年 月 日付、神戸大学経済経営研究
所、新聞記事文庫、経営（ ）。
・ 小小店員をめぐる就職戦線の波瀾 神戸又新日報 年 月 日付、神戸大学経済経営研
究所、新聞記事文庫、社会事情（ ）による。
・ 三越の接客標準用語 調査彙報 第 年第 号、日本百貨店商業組合、 年 月。
・株式会社白木屋（白木商業学校） 店員の言葉の使い方 調査彙報 第 年第 号、日本百貨店
商業組合、 年 月。
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